































































































































































a Von dem, das man empfindet.〔感覚されるものについての〕 b das 
Urtheil der Sinne. c Fehltritte der Beurtheilungs-Kraft.〔判定力の過ち〕 d 
eine vorschnelle, übereilige Beurtheilungs-Kraft, oder allzugeschwinde.
〔性急な、急ぎ過ぎの判定力、あるいは早急過ぎる判定力〕 e ein 
verderbter Geschmack. f das Reife der Beurtheilungs-Kraft.  g ein 
ungemeiner. h feiner, zarter Geschmack.
§. 609











ずれかである（§. 402, 521）。《狭義の予感と予感力》d は感性的なもの
のみである。感性的な予感は、美学のうちの占術の対象である（§. 
604）。
a ich erwarte etwas. b das Vermögen etwas zu erwarten. c überhaupt. 









とおりである。〈私は、A が他の予見された B と共通する多くのものを
もつものとして、A を感覚ないし想像ないし予見するので、それゆえ私




























a das Vermögen wahr zu sagen. b die Gabe der Weissagung. c das 
























521）知性的であるか（§. 402）のいずれかであろう。  














































a der Beredsamkeit. b die Kunst wohl zu sprechen. 〔 上 手 く 語 る 技


































8）　§. 610 と §. 161 への参照指示は、第二版での加筆である。
9）　初版では「したがって（ergo）、予感力は」となっており、§. 615 が §. 
614 から帰結されることが明示されていた。
10）　初版では §. 613 ではなく、§. 614 が参照指示されていた。
11）　本節で用いられる characteristicus という形容詞は、初版では signatrix
とされていた。ここからも窺えるように、バウムガルテンは記号に関する
術語として、signum と character、さらには symbola を互換的な語とみな
している（次項における symbolicus の用法も参照）。なお『一般哲学』
（1770 年出版）57 頁では、「記号術（ars characteristica）」の言い換えとし
て「 記号で表すことと記号から認識することの技術（ars signandi et ex 












《普遍的解釈学》であるh。a die allgemeine Zeichen-Kunst. b die erfindende. 
c einfache. d zusammen gesetzte Zeichen. e wesentliche Zeichen. f die 
















15）　§. 598 と §. 539 への参照指示は、初版では §. 549 と §. 597、第二版
と第三版では §. 549 と §. 598 となっていた。
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